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家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係

５月21日（土）Ｙ会場　午後4 :30～5 :24

鞍削毬学研究こおける「家」「1家族」『家庭I<rm&,―w^mm!^i:nmx―

　　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸学楸汝子高井上えり子

目的匹皿㈲皿髄七は四

点から、「ﾐ近代涼族」として捉える研窓ﾊﾟなされている。本報告はそのような研究を踏

まえた上で、四旨こおけるそれらの概念を検討しようとする試みである。

力汰戦前期に出版さ皿多くには当時を代表する家政判勃勃筆して

いたそうしだ事典の記述を検討することは四おける家家剔

「家庭」の照念を把握す’る一つの手掛かりになると思われる。従って、本報告では代表

的徊召丿科嘔典il≪1905年～1旺昨出版）における記述を分析した。

統聡「家」と「家族」についてはIBM怯上の阪急と剪祭上の既:惘垢己されていた。

I眼法で牡「家」は戸'拉統活支配する親族団体であり、啄族」は戸谷瀬族で戸五弦）

家隙こある者及び配偶者であると規定されていた｡ ‘このような囲難却）家族帥麹よ純枠

な封恚↑Si陵ではなく、西海7）個人湖度を取り入れたものであるという近代注を強調する記

述がなされていた-:方、実原上の「家」は建物を指し、「家族」は社会学士の家族（夫

婦と親子を中じヽにしたtｍ勃べ、愛隋を持って緊密に結合し、生舌を共同し

ている共Pi団体）を意床していた。「家庭」は、実祭上の「家」と「家挨」からなる複合

的な棚念として記述されていた。具体的には、そ釦よ「家挨」の生活する一定の居所とそ

の協同生活n総称として捉えられていた　隊庭」では愛情、教育、道徳が重視さ礼

物こ、道徳7）強mi「家拠口家」観の立場からなされたものであった

奈良女子高等師範学校における家事研究の系譜

湊川女子短期大学　倉元綾子

≪目的)家政学から生活科学等への名称変更が進むとともに、学問内容についての議論が

盛んに行われている。これらの議論を進めるうえで、今日までの家政学の歴史を検討し、

成果、問題点を明らかにし、正の遺産を受け継ぎ、発展させることは重要である。演者は

奈良女高師における1920(大正9)年からの『家事研究丿誌の刊行と概要を明らかにした。
その際、調査した奈良女高師関係史料のなかには、家事教育研究関係者の教育研究に対す

る旺盛な意欲をうかがわせるものが少なくない。そこで、これについて報告する。

(一方法)奈良女子大学校史関係史料のうち、博物家事部・家事科関係史料と教育研究関係

史料を調査検討した。

(結果)その結果、以下の点が明らかになった。
田｢家事(科)研究会｣は奈良女高師開校2年めの1910(明治43)年5月から1911 (明治44)年1

月までほぼ毎週1回、全19回にわたっで開かれた。会は校長野尻精一によって指名された

委員によったが、野尻校長、石沢吉磨、越智キヨ、高橋章臣、錦織竹香、桑野久任らの関

係者10名程度が出席して行われた。
(2)会は家事科の目的、教材の選択、教材の配列、教授方法などの研究を目的とした。

(3)討論事項は、家の定義、家事科の定義、家事科の教育内容、教育の程度についてなど

であった。
(4)1920(大正9)年の『家事研究』誌刊行はこの研究会の発展的展開と位置付けることがで

きる。

89


